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	社会ソリューションイニシアティブ 様
	社会や環境とのつながりを、自分ごととして捉え直すことを目的とした1泊2日のプログラム。
	参加者の声
	うんちの循環の仕組みは特に印象的で、今まで資源の循環というとリサイクルや再利用ばかりを考えていたが、食べ物を食べてうんちをしてそれがまた食べ物の肥料になってと、自分を実際に循環の中に入れることの大切さと尊さを学んだ。
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